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▪学校教育
〇１人１台端末をはじめとする

ＩＣＴ機器の有効活用

〇子ども一人一人の実態に即し

た切れ目ない教育体制

〇望ましい勤労観・職業観を育

むキャリア教育の充実

〇町の自然や歴史、文化を体験

的に学ぶ「ふるさと学習」の

充実

〇子どもの相談支援の場「マイ

スペース」の充実

〇保護者の経済的負担を軽減す

る学校給食費の無償化

〇町の豊かな農産物を使用した

安全安心な給食の提供

〇地域とともにある学校づくり

を目指す「コミュニティ・ス

クール」の充実

〇小中学校９年間を見通した指

導体制の充実

▪社会教育
〇生涯にわたる継続的な学びに

つながる事業の実施

〇居心地の良い図書館づくり

〇芸術文化に触れる場や子ども

たちが夢や希望を持てる機会

の提供

〇利用しやすい社会体育施設の

仕組みづくり

〇魅力のある教室やイベントの

開催

〇地域資源を生かした十勝岳ジ

オパークの取り組み

〇美瑛高校の「キャリア教育の

充実」への支援
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令和４年度　町政・教育行政執行方針
３月１日、第２回美瑛町議会定例会において、角和町長と千葉教育長から令和４年度に向けた執行

方針が示されましたので、主な施策の概要をお知らせします。

足腰の強い
産業づくり

ともに支え合う
まちづくり

まちを動かす
人づくり

ー　農業・林業・商工業・

　　　　観光業・移住定住　ー

ー　地域福祉・保健・医療　ーー　学校教育・社会教育　ー

　※　　　令和４年度新規事業
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▪農業
〇スマート農業への支援

〇後継者、担い手対策への支援

〇米生産安定への支援

〇ラスノーブル（アスパラ）の

ブランド化とＧＩ（地理的表

示）取得への取り組み

〇小麦のＧＩ取得を目標とした

町内消費拡大の取り組み

〇農福連携の取り組み

〇草地基盤整備による自給粗飼

料の確保

〇朗根内南地区改良事業の推進

▪林業
〇造林事業や担い手対策への支援

〇森林認証材の利用促進と普及

啓発

〇町有林整備によるゼロカーボ

ンへの取り組み

▪商工業
〇「Ｂeコイン」の利用拡大

〇ＳＤＧsの取り組みやＳＮＳ

活用による販路拡大への支援

〇中心市街地の空き地、空き店

舗活用への支援

〇起業支援対象業種の拡大

▪観光業
〇観光基本条例（仮称）の制定

と宿泊税導入に向けた検討

〇故前田真三氏生誕100年記念

イベントへの支援

〇自転車活用推進計画の策定と

安全で快適な自転車利用環境

づくり

〇サイクルスポーツの仕組みづ

くり

〇白金泉源21号井の新設

▪移住定住
〇奨学金返還支援の新設

〇地域プロジェクトマネージャーの

配置による関係人口の創出･拡大

▪社会福祉
〇結婚新生活支援の新設

〇無料定額診療事業調剤処方費

用助成の新設

〇公認心理士の配置による子育

て相談体制の強化

〇保育士、幼稚園教諭などの処

遇改善への支援

▪高齢者福祉
〇参加型の介護予防の推進

〇高齢者補聴器購入費助成の新設

▪障がい者福祉
〇グループホーム施設整備補助

による地域生活支援の拠点整

備の推進

▪健康づくり
〇健康実態の把握と分析による

生活習慣病発症予防と重症化

予防

▪母子保健
〇出産後助産師による産後ケア

の拡充

▪新型コロナ予防対策
〇迅速で円滑なワクチン接種体

制づくり

▪医療
〇新型コロナ対応への万全な態

勢づくり

〇地域医療の拠点としての医療

サービスの提供



▪町民参加、協働
〇町民主体のまちづくりを実現

する基本的ルールとなる自治

基本条例（仮称）の策定

〇共有ビジョンを柱とした新た

な総合計画の策定

▪情報化
〇公衆無線ＬＡＮの整備拡張

〇美瑛町ＬＩＮＥ公式アカウン

トの機能拡充による効果的な

情報発信と町民サービスの向

上

▪行政改革
〇ワンストップ窓口やキャッシュ

レス決済システムの導入

〇デジタル技術等の活用による

町民の利便性向上と業務の効

率化、公共サービスの効果的

な提供
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安全・安心な
まちづくり

みんなで歩む
まちづくり

ー

ー

ー　町民参加、協働・

　　　     情報化・行政　ー

「町政・教育行政執行方針」とは、今後の町政および教

育行政の運営について基本的な考え方と主な施策を示

すものです。

全文は町ホームページに掲載しています。

町長　角和浩幸

　コロナ禍による先行きが不透明な

中、令和４年度はウィズコロナを前提

に、新しい生活様式への対応促進を図

りながら、感染拡大の防止と町民生活

や地域経済の着実な支援とともに、ポ

ストコロナを見据えた施策を推進し、

本町の発展を加速させていくことが重

要であると考えております。

　先を見通すことが難しい時代の中に

あって、大切なことは将来への確かな

展望を持ち、直面している危機を乗り

越え、次の世代に引き継げるまちづく

りをしていくことです。

　町民の皆さまの声に耳を傾け、そし

て町民の皆さまと共に歩めば、自ずと

道は拓けてくると確信し、創造力を高

め、実行力を磨き、各施策を力強く推

進してまいります。

教育長　千葉茂美

　教育を取り巻く社会構造や労働環境

は大きく変化しており、今後、子ども

たち一人一人が持続可能な未来の担い

手として、自らの感性や創造性を磨き、

自ら課題を見いだし、主体的に考えて

行動する力を育成する教育を実現する

ことが重要です。

　美瑛町教育振興基本計画で示す教育

の目標や重点の実現に向け、町の魅力

や活力を創出し、郷土への愛着や誇り

を持ちながら持続可能な地域を支える

人材を育成するとともに、町長部局と

連携を図り、町民一人一人が生き生き

と学び続ける環境づくりを通して、心

豊かに輝くまちづくり、人づくりに資

する教育行政の充実と発展に取り組ん

でまいります。

まちづくりの基本姿勢

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

▪公園
〇ことぶき公園の徒渉池整備

〇東町公園およびさくら公園の

遊具の更新

▪住環境
〇住宅リフォーム等助成の新設

▪上下水道
〇管路や施設の効率的な更新

▪下水汚泥コンポスト
〇新たに汚泥発酵肥料を町民へ

還元する取り組み

▪環境衛生、廃棄物対策
〇ごみの減量化および再資源化

の推進

▪し尿処理
〇浄化センターを廃止し、旭川

市への処理委託による安定し

た体制づくり

▪地域防災
〇「出前防災講座」の推進

▪新型コロナ
〇感染状況に応じた適切な情報

提供

▪交通
〇地域の活性化や交流・関係人

口の創出・拡大につながる

カーシェアリング実証の取り

組み

▪新エネルギー
〇「ゼロカーボンシティ」宣言

を目指した計画や事業の検討

都市計画・水道・衛生・

地域防災・危機管理・

交通・新エネルギー



事業費

令和 4 年度　町の予算

地方交付税
49 億 4,000 万円

（47.6％）

国・道支出金

町税

町債

その他

15 億 3,766 万円
（14.8％）

10 億 8,918 万円
（10.5％）

11 億 8,400 万円
（11.4％）

16 億 3,116 万円
（15.7％）

歳入

20 億 7,074 万円
（19.9％）

公債費

人件費物件費

補助費等

事務組合負担金

扶助費

維持修繕費

その他

18 億 1,800 万円
（17.5％）

15 億 3,388 万円
（14.8％）

12 億 3,372 万円
（11.9％）

６億 7,583 万円
（6.5％）

10 億 2,054 万円
（9.8％）

６億 840 万円
（5.9％）

３億 6,273 万円
（3.5％）

10 億 5,816 万円
(10.2％）

　コロナ禍による今後の先行きが不透明な中、新しい生活様式への対応やデジタル化、脱炭素化の

動きなど、社会全体に大きな変革が起こり始めています。

　それらに対応するための各種事業や便利で住みやすいまちづくりを進めるための予算編成を行い、

議会の議決を経て決定しましたので、その概要をお知らせします。

( 前年度比 8.8％増）

一般会計　

歳出

◇　語句の説明　◇

地方交付税／国から交付されるお金

国・道支出金／国、北海道が必要と認めた事業に対

して配分されるお金

町債／公共施設を整備するためなどに借りるお金

町税／町民税や固定資産税などの税金

その他／国から配分される交付金など

事業費／道路、学校などの公共施設の整備にかかるお金

公債費／施設を造るときなどに借りたお金（町債）を返済するお金

人件費／職員の給料などにかかるお金

物件費／物品の購入や光熱水費などにかかるお金

事務組合負担金／消防、清掃組合などの運営にかかるお金

補助費等／諸団体などに対する補助金

扶助費／医療費助成や児童手当など生活を支援するためのお金

維持修繕費／公共施設などの修繕にかかるお金

その他／繰出金や予備費など

特別会計予算

会計名 予算額 前年比 (％）

老人保健施設事業 １億 621 万円 9.8

農業研修施設事業 2,043 万円 -39.1

水力発電事業 3,168 万円 -21.2

白金泉源事業 １億 3,538 万円 460.8

公共下水道事業 ３億 203 万円 -7.6

令和４年度一般会計は

103 億 8,200

会計名 予算額 前年比（％）

水道

事業

収益的収入 ３億 672 万円 0.0

収益的支出 ３億 672 万円 0.0

資本的収入 3,249 万円 2.9

資本的支出 １億 1,743 万円 -2.8

病院

事業

収益的収入 11 億 7,573 万円 -2.6

収益的支出 11 億 7,573 万円 -2.6

資本的収入 8,751 万円 101.2

資本的支出 １億 9,932 万円 33.0

万円

企業会計予算

－4－



ラスノーブル苗復活事業

　主な取り組み　

産業・交流

まちを育てる人とモノ

高まる魅力と可能性

　幻のアスパラガスに期待

幻といわれるラスノーブルの復活に向け
た試験研究や収穫への取り組みを行いま
す。地域特産品としてのブランド価
値の構築、おいしいまちとしてのイ
メージの向上にも寄与します。

予算額

継続

関係人口創出事業

　町内外の人と人がつくりだす町の活力

町外の人が町と関わりを持ち、まちづく
りの担い手の一人となる「関係人口」の
創出・拡大に向けて、コ・ワーケーショ
ンビレッジ事業を中心とした各種取り組
みを展開していきます。

健康・福祉

生き生きとした笑顔があふれ
健康に生活できるまちづくり

高齢者補聴器購入費助成事業

　聞こえる安心をサポート

70 歳以上で住民税非課税世帯に属する軽
度難聴の高齢者の方へ、補聴器の購入費
用を助成します。周囲の音が聞き取りや
すくなることで、危険回避や精神的スト
レスの緩和、認知機能低下の予防に繋が
ります。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

　ワクチン接種を希望する全ての人に

北海道や医療機関などと連携強化を図
り、新型コロナワクチン接種を円滑に
実施し、希望される方が安心
してワクチン接種を受けるこ
とができる環境を整えます。

継続

210 万円 予算額 415 万円

新規

予算額 294 万円

継続

予算額 3,311 万円
－5－



十勝岳ジオパーク推進事業

子育て

子どもを安心して産み育てる
環境を整える

ことぶき公園改修事業

　子どもたちが水と触れ合える公園を

子どもたちに人気のことぶき公園に、水
と触れ合える水遊び場を整備します。子
育て世帯の交流の場となるよう、子ども
たちがより楽しめる空間をつくります。

子育て支援環境の充実

　子育てに対する不安の解消に向けて

誰もが安心して子育てできる環境を整え
るため、公認心理士を配置し、乳幼児期
からの成長期に合わせた継続的な子育て
支援体制を充実させます。また、産後１
年未満の産婦の方の健診や相談に係る費
用、医療機関の交通費を助成します。

教育 ・文化

豊かな心を育む
生涯をとおした学びの機会

　火山と共生する地域づくり

丘の景観の成り立ちや自然との共生など、
他にはないこの地域ならではの文化を形
成するための活動を推進します。本町の
歴史や文化について学ぶ「美瑛学」と連
携し、郷土への誇りと愛着を醸成します。

　小中学校キャリア教育推進事業

　子どもたちに多様な教育の機会を

美瑛の自然や文化を体験しながら学び、
自分らしい生き方を実現するための「ふ
るさと学習」を行います。子どもたちの
成長過程にふさわしいキャリア教育を実
施することで、その後の人生観や職業観
を養う機会をつくります。

まちづくり提案から実現！！

継続

予算額 5,000 万円

継続

予算額 1,046 万円 予算額 234 万円

継続

予算額 808 万円

継続

　主な取り組み　

－6－



生活 ・自治

町民一人一人が主役
地域と行政がつくる未来

スマート行政推進事業

　生活スタイルに合わせた窓口

昨今の社会変革や多様化する住民ニーズ
に対応したキャッシュレス決済システム
の導入を行います。また、役場１階町民
コーナーに新窓口を整備し、お客様がワ
ンストップで用件を済ませることができ
るようご案内します。

　みんなで作る未来のビジョン

これまで実施してきた、まちづくりワー
クショップでの意見や各種分析データを
基にして、まちの将来のありたい姿を描
く「まちづくり総合計画」を策定します。

安全 ・安心

快適で住み良い
誰もが気持ちよく生活できる
まち

街路灯ＬＥＤ化事業

　快適な暮らしの整備

夜道を照らす街路灯をＬＥＤへ更新しま
す。年次計画により段階的に整備を進め、
害虫なども少ない快適な暮らしをつくる
とともに、街路灯の長寿命化を図ります。

住宅リフォーム等助成事業

　誰もが安心した暮らしを続けるために

省エネルギー化やバリアフリー化、一般
改修を目的とした改修費の一部を助成し
ます。窓の改修による省エネ性能の向上
や手すりの設置など、安心して住み続け
られる住まいづくりを支援します。

予算額 723 万円予算額 302 万円

新規 継続

予算額 2,000 万円 予算額 2,900 万円

継続 新規

まちづくり総合計画策定事業

－7－



「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
」

事
業
化
に
向
け
た
検
討
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

昨
年
11
月
号
の
広
報
び
え
い
で
お
知
ら

せ
し
た
「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」

に
は
、
幅
広
い
年
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
対
し
貴
重
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
」
で
は
、
丘
の
ま

ち
び
え
い
移
住
定
住
促
進
協
議
会
メ
ン

バ
ー
と
町
民
、
移
住
体
験
中
の
皆
さ
ん
か

ら
、
町
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提案事業 事業実施の概要

農地や観光地にマナー啓発看板を設置する

など環境に配慮した観光地づくり

看板の設置については美瑛町観光協会で実施しています。

新たに町内の飲食業者、宿泊業者などが行うＳＤＧ s の

取り組みに対し支援を行います。

季節ごとのイベントやお祭りの開催、町中

の飾り付けの実施

冬のスタンプラリーやイルミネーションなどを導入する

取り組みを実施します。

美瑛の野菜を使った料理体験
町内の関係団体などの協力のもと、地場産品を使用した

料理教室の開催を計画しています。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
を
基
に
、
新
年
度
の

予
算
編
成
に
お
け
る
審
査
や
町
議
会
で
の

審
議
を
経
て
、
７
件
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

は
下
記
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
年
度
予
算
へ
の
計
上
が
見
送

り
と
な
っ
た
提
案
に
つ
い
て
も
、
今
後
の

政
策
立
案
や
展
開
に
お
い
て
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
「
声
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
も
提
案
を

募
集
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
り
大

勢
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

提案内容 対応内容

町のＬＩＮＥを活用して、町民の声をいつ

でも届けられる仕組みや公共施設の利用申

請ができるよう検討してほしい。

美瑛町ＬＩＮＥ公式アカウントの機能拡張を行い、町民

の皆さんからの意見を募集できる仕組みづくりに取り組

みます。また、公共施設の利用申請の実施について引き

続き検討します。

子どもたちが町内で就職するよう、奨学金

返還助成などの支援を検討してほしい。

若者の町内定住および就業促進を図るため、奨学金返還

助成制度を創設します。詳しくは次ページをご覧ください。

障がい者とその家族が美瑛町に住み続けら

れ、障がい者の自立が可能となるグループ

ホームが必要である。

町内の社会福祉法人が計画している「障がい者グループ

ホーム施設整備」に対し支援を行います

町内で起業する際の情報が少なく、起業支

援が不足している。

北海道などが実施する事業を町ホームページなどでお知

らせします。また、令和３年度から実施している「起業

支援事業」の対象となる業種を拡大します。

▶まちづくり井戸端会議

▶まちづくり提案事業

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
92ｰ

４
３
３
０

貴
重
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た

７
件
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

本
年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
の
「
声
」
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

※
下
記
以
外
の
ご
提
案
に
対
す
る
回
答

　

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

町民まちづくり
提案事業

まちづくり
井戸端会議
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対
象
と
な
る
奨
学
金

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
92ｰ

４
３
３
０

　

将
来
を
担
う
若
者
の
町
内
定
住
と
就
業

促
進
を
図
る
た
め
、
奨
学
金
の
返
還
額
の

一
部
を
補
助
す
る
「
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
」
を
開
始
し
ま
す
。

①
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に

　

規
定
す
る
「
第
一
種
・
第
二
種
学
資
貸

　

与
金
」

②
自
治
体
が
設
け
る
「
貸
与
型
奨
学
金
」

　

な
ど

対
象
者

・
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
就
業
（
た

　

だ
し
、
労
働
契
約
の
期
間
の
定
め
が
あ

　

る
場
合
を
除
く
）
し
、
３
年
以
上
継
続

　

し
て
就
業
す
る
見
込
み
の
方

・
申
請
年
度
の
４
月
１
日
時
点
で
30
歳
以

　

下
の
方

・
美
瑛
町
に
住
民
登
録
の
う
え
居
住
し
て

　

お
り
、
過
去
に
１
年
以
上
美
瑛
町
に
住

補
助
金
額

　

月
額
上
限　

１
５
０
０
０
円

※
美
瑛
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
は
、
月

　

額
上
限
２
０
０
０
０
円

申
請
の
手
続
き

※
申
請
時
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く

　

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
行
政
を
推
進
し
て
い
ま
す

問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係　

☎
92ｰ

４
３
１
６

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
行
政
手
続
き
の
ス
マ
ー
ト
化
や

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
効
果
的
な
提
供
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
ま
す

　

転
入
や
転
居
、
出
生
な
ど
、
人
生
の
節

目
に
お
け
る
窓
口
手
続
き
に
つ
い
て
、
役

場
内
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

手
続
き
用
の
新
し
い
窓
口
ス
ペ
ー
ス

は
、
１
階
住
民
生
活
課
に
設
置
す
る
予
定

で
、
工
事
が
完
了
次
第
、
広
報
び
え
い
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
種
手
続
き
の
押
印
を
見
直
し
ま
す

　

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
町
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
申
請
書
な

ど
へ
の
押
印
を
見
直
し
、
法
律
な
ど
に
よ

り
押
印
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
な

ど
一
部
の
書
類
を
除
き
、
押
印
は
不
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
に
よ
っ
て
は
、
本
人
に
よ

る
署
名
や
本
人
確
認
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
の
提
示
な
ど
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

押
印
を
廃
止
し
た
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
各
手
続
き
の
担

当
課
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
定
住
と
就
業
促
進
を
図
る
た
め

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー

　

メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は

　

情
報
通
信
技
術
の
浸
透
に
よ
り
、
人
々

の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

令和４年度から

窓
口
で
の
手
続
き
が
も
っ
と
便
利
に
、
ス
ム
ー
ズ
に

　

12
月
30
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

補
助
期
間

　

最
長
10
年
間

　

民
登
録
の
あ
っ
た
方

・
今
後
３
年
以
上
継
続
し
て
美
瑛
町
に
居

　

住
す
る
見
込
み
の
方

・
町
税
、
奨
学
金
の
返
還
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
方

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
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対
象
者
・
対
象
住
宅

受
付
期
間

・
美
瑛
町
に
３
年
以
上
の
住
民
登
録
が
あ

　

る
こ
と

・
申
請
者
お
よ
び
世
帯
全
員
に
町
税
な
ど

　

の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
自
ら
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅
で
あ

　

る
こ
と

受
付
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
20

日
（
金
）

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
受
付

　

期
間
内
必
着
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
内
に
予
算
額
を
超
え
た
場
合

　

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
ま
た
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
を
行
う
方
を
優
先
的
に
助
成
し

ま
す
。

対
象
工
事
・
助
成
金
額

　

町
内
業
者
に
よ
る
施
工
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

▼
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
工
事

　

窓
改
修
な
ど
、
省
エ
ネ
性
能
が
向
上
す

る
工
事
が
対
象
で
す
。

助
成
金
額
／
対
象
工
事
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
10
万
円
）

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

　

手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
解
消
な
ど
の

工
事
が
対
象
で
す
。

助
成
金
額
／
対
象
工
事
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
30
万
円
）

▼
一
般
改
修
工
事

　

屋
根
や
外
壁
の
塗
装
な
ど
の
工
事
が
対

象
で
す
。

助
成
金
額
／
対
象
工
事
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
10
万
円
）

・
申
請
日
時
点
で
建
築
後
20
年
を
経
過
し

　

て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
専
用
住
宅
又
は
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分

　

が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
）
で
あ

　

る
こ
と

※
「
美
瑛
町
定
住
住
宅
取
得
助
成
制
度
」

　

を
利
用
し
た
場
合
に
は
、
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

※
過
去
に
「
美
瑛
町
住
環
境
整
備
助
成
事

業
」の
交
付
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、

本
事
業
と
工
事
の
範
囲
が
重
複
し
な
い

も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
国
や
北
海
道
な
ど
か
ら
補
助
金
な
ど
の

　

交
付
を
受
け
る
部
分
は
、
助
成
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
。

住宅リフォーム等助成事業

住環境整備助成事業にかわって

が始まります！

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い
づ

く
り
を
目
的
に
、
左
記
の
対
象
工
事
を
行

う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

各
種
助
成
・
補
助
事
業

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問合せ／建設水道課建築係　☎ 92-4460

建設水道課からのお知らせ
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建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
際

に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認

申
請
が
必
要
で
す
。

　

倉
庫
・
カ
ー
ポ
ー
ト
・
車
庫
・

物
置
や
市
販
プ
レ
ハ
ブ
建
築
物
も

建
築
確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
確
認
申
請

【
助
成
対
象
区
域
】

　

都
市
計
画
法
で
定
め
る
美
瑛
町
内
の
用

途
地
域
内

【
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
】

①
建
築
後
40
年
を
経
過
し
た
住
宅
な
ど

　

で
、
居
住
者
が
い
な
い
空
き
家
の
状

　

態
と
な
っ
て
か
ら
、
１
年
以
上
が
経
過

　

し
て
い
る
住
宅

②
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い

　

な
い
住
宅

③
国
や
北
海
道
か
ら
建
物
除
却
補
助
制
度

　

を
受
け
て
い
な
い
住
宅

【
助
成
対
象
者
】

①
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
な
ど
を
所
有

　

し
て
い
る
個
人
（
法
人
は
対
象
外
）

②
住
宅
の
所
有
者
全
員
に
町
税
な
ど
の
滞

　

納
が
な
い
こ
と

③
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

　

（
申
請
者
と
同
じ
世
帯
の
方
が
こ
の
助

 
空
き
家
な
ど
の

 

住
宅
解
体
費
用
助
成

　

成
を
受
け
て
い
る
場
合
も
対
象
外
）

【
助
成
金
額
】

▼
町
内
解
体
業
者
に
解
体
を
発
注
す
る
場
合

　
　

解
体
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
額
40
万
円
）

▼
町
外
解
体
業
者
に
解
体
を
発
注
す
る
場
合

　
　

解
体
費
用
の
３
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
額
30
万
円
）

※
美
瑛
町
の
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
業

　

者
に
限
る

【
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
】

①
住
宅
解
体
を
伴
わ
な
い
車
庫
、
物
置
な

　

ど
の
み
の
解
体
工
事

②
解
体
後
の
敷
地
内
に
建
物
な
ど
が
一
部

　

残
る
（
更
地
に
な
ら
な
い
）
工
事

③
建
て
替
え
に
伴
う
旧
家
屋
の
解
体
工
事

　

（
土
地
付
き
空
き
家
を
購
入
し
て
解
体

　

す
る
も
の
を
除
く
）

―　こんなときは申請が必要です　―

浄
化
槽
設
置
補
助

【
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
】

　

下
水
道
計
画
区
域
外
に
個
人
で
設
置
す

る
浄
化
槽
で
、
新
築
に
伴
う
設
置
ま
た
は

単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
式
ト
イ
レ
を
改

造
し
て
設
置
す
る
も
の

　

老
朽
化
が
著
し
い
空
き
家
な
ど
の
解
体

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
防
止
の
た

め
、
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
賃
貸

や
別
荘
、
販
売
な
ど
を
目
的
と
す
る
住
宅

は
除
く
）
で
10
人
槽
ま
で
の
浄
化
槽
設
置

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

【
補
助
対
象
者
】

①
申
請
者
お
よ
び
世
帯
全
員
に
町
税
な
ど

　

の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
補
助
基
準
額
】

　

５
人
槽　

35
万
２
千
円

　

７
人
槽　

44
万
１
千
円

　

10
人
槽　

58
万
８
千
円

※
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
式
ト
イ
レ
か

　

ら
の
改
造
は
、
右
記
基
準
額
に
20
万
円

　

を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

各
種
助
成
・
補
助
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　

屋
外
広
告
物
と
は
次
の
３
つ
の

要
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

①
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し

　
て
表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
・
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

③
看
板
や
立
看
板
、
は
り
紙
お
よ

　
び
は
り
札
、
広
告
板
、
建
物
そ

　
の
他
の
工
作
物
な
ど
に
掲
示
・

　
表
示
さ
れ
た
も
の

④
右
記
③
に
類
す
る
も
の

屋
外
広
告
物
の
申
請
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

12
～
17
歳
の
方
の

             

３
回
目
接
種
に
つ
い
て

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
92ｰ

７
０
２
１
・
☎
92ｰ

７
０
９
０

　

現
在
、
国
は
、
12
～
17
歳
の
方
に
対
す

る
３
回
目
接
種
に
つ
い
て
方
針
を
検
討
し

て
お
り
、
早
け
れ
ば
４
月
か
ら
接
種
が
行

わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
対
象
と

な
る
方
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た

小
児
用
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
特
例
承

認
さ
れ
、
希
望
す
る
お
子
さ
ん
に
接
種
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
十

分
理
解
し
た
う
え
で
、
保
護
者
の
方
と
お

子
さ
ん
の
意
思
で
接
種
に
つ
い
て
の
判
断

を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
／
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の

　

５
～
11
歳
用
の
ワ
ク
チ
ン

▼
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
旭
川
市
内

　

の
小
児
科
医
で
の
接
種
と
な
り
ま
す

　

旭
川
市
と
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
旭
川

市
内
の
小
児
科
医
で
の
接
種
は
、
４
月
30

日
（
土
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
旭
川
市
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
、
４
月
30
日
以
前
に
接
種

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り

つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  
電
話
／
25ｰ

３
５
０
１

　

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５ 

  

時
15
分
（
平
日
・
土
日
祝
）

　

詳
し
く
は
、
旭
川
市
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
特
設

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

　

４
月
中
旬
以
降
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

民
法
改
正
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
、

成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

　

民
法
が
定
め
て
い
る
成
年
年
齢
に
は
、

「
一
人
で
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
」

「
父
母
の
親
権
に
服
さ
な
く
な
る
年
齢
」

の
２
つ
の
意
味
が
あ
り
、
成
年
に
な
れ
ば

親
の
同
意
な
し
に
、
自
分
の
意
思
で
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

18
歳
か
ら
成
年
に

　

こ
れ
ま
で
は
、
親
の
同
意
の
な
い
契
約

を
未
成
年
者
が
行
っ
た
場
合
は
、
民
法
で

定
め
ら
れ
た
「
未
成
年
者
取
消
権
」
に
よ
っ

て
、
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
成
年
に
な
る
と
、
親
の
同
意
が

な
く
て
も
自
分
で
契
約
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
未
成
年
者
取
消
権
は
行
使
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

契
約
を
結
ぶ
と
き
に
は
、
事
前
に
契
約

内
容
を
確
認
し
、
安
易
に
契
約
を
交
わ
さ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

18
歳
に
な
っ
て
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

●親の同意がなくても契約ができる
　・携帯電話の契約
　・クレジットカードの作成
　・一人暮らしの部屋を借りるなど　　　　　
●有効期間が 10 年間のパスポートが取得できる

※女性の結婚可能年齢が 16 歳から 18 歳に引
　き上げられ、男女とも 18 歳になります。

※普通自動車免許の取得は従来と同様、「18
　歳以上」で取得できます。

●飲酒
●喫煙
●公営競技（競馬、競輪、オートレース、
　競艇）の投票券などの購入
●大型、中型自動車運転免許証の取得

18 歳（成年）になったらできること 20 歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

お酒やたばこ、 公営競技の年齢制限は、
これまでどおり 20歳です。 健康面への
影響やギャンブル依存症対策などの観
点から、 従来の年齢を維持することとさ
れています。

契
約
は
し
っ
か
り
考
え
て
か
ら

〇
旭
川
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー　
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町
の
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」
に
つ
い
て

　

問
合
せ
／
総
務
課
情
報
管
理
係　

☎
92-

４
３
４
５　

　

災
害
発
生
時
に
町
民
お
よ
び
観
光
客
の

方
へ
災
害
情
報
を
発
信
す
る
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
町
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
で
「
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｉ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｅ 

Ｗ
i-

Ｆ
i
」
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
で

も
、
誰
で
も
自
由
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
美
瑛
町
役
場

▼
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
図
書
館

▼
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
四
季
の
情
報
館

▼
丘
の
ま
ち
交
流
館
「bi.y

ell

」

▼
地
域
人
材
育
成
研
修
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
美
瑛
消
防
署

▼
美
瑛
駅
前

▼
青
い
池

▼
道
の
駅
び
え
い
「
白
金
ビ
ル
ケ
」

設
置
場
所

※
丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」
は
令
和

　

４
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

このステッカー
が目印です。

使
用
済
み
食
用
油
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

問
合
せ
／
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係　

☎
92-

４
２
９
４　

使
用
済
み
の
食
用
油
が
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

利
用
可
能
時
間

接
続
方
法

　

各
施
設
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
に

は
、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

や

メ
ー
ル
で
の
認
証

が
必
要
で
す
。

　

利
用
登
録
後
12
時
間

※
青
い
池
、
道
の
駅
び
え
い
「
白
金
ビ
ル 

  

ケ
」
、
美
瑛
駅
前
は
30
分

無
料
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す

　

天
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
で
使
用
し
た
食

用
油
は
、
固
形
化
剤
な
ど
で
処
理
し
た
う

え
で
可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
再
利
用
す
る
た
め

に
回
収
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　

次
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
「
使
用
済
食
用

油
回
収
保
管
協
力
店
」
へ
持
ち
込
む
こ
と

で
、
使
用
済
み
の
食
用
油
が
、
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
法
で
定
め
る
再
生
利
用
事
業
者
に

よ
り
、
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
済
食
用
油
回
収
保
管
協
力
店

▼
小
杉
石
油
店
（
西
町
１
丁
目
）

▼
佐
藤
商
事
（
中
町
１
丁
目
）

▼
中
村
商
事
（
扇
町
）

▼
丸
善
商
事
（
大
町
２
丁
目
）

▼
山
上
石
油
（
本
町
３
丁
目
）

持
ち
込
み
ル
ー
ル

①
使
用
済
み
食
用
油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な 

　

ど
に
入
れ
て
、
下
記
の
協
力
店
へ
持
ち

　

込
む
（
無
料
）。

②
持
ち
込
み
は
、
各
協
力
店
の
営
業
時
間

　

内
と
す
る
。

③
持
ち
込
め
る
油
は
、植
物
性
油
の
み
で
、

　

天
か
す
な
ど
の
ご
み
は
取
り
除
く
。

④
持
ち
込
み
に
使
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

な
ど
は
持
ち
帰
る
。

油
を
よ
く
冷
ま
し
て

か
ら
、
天
か
す
な
ど

の
ご
み
を
網
な
ど
で

取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
に
移
し

て
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
食
用
油
の
出
し
方
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総
務
課

▽
課
長
補
佐
兼
危
機
対
策
室
次
長

　

真
鍋　

大
輔
（
農
林
課
課
長
補
佐
兼

　

林
務
係
長
）

▽
齊
藤　

風
香（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

▽
三
浦　

旭
（
農
林
課
）

▽
樋
上　

奈
南
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課(

　

公
民
館
））

▽
渡
辺　

勘
太
郎（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▽
参
事
兼
移
住
定
住
推
進
室
長 

　

土
井　

寛
久
（
一
般
財
団
法
人
美
瑛

　

町
農
業
振
興
機
構
事
務
局
長
）

▽
高
橋　

輝
（
商
工
観
光
交
流
課
）

▽
石
田　

七
瀬
（
新
規
採
用
）

税
務
課
　

▽
課
長
補
佐　

佐
藤　

誉
修
（
同
課
課

　

長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
）

▽
住
民
税
係
長　

髙
島　

真
由
美
（
商 

 
 

工
観
光
交
流
課
交
流
振
興
係
長
）

▽
納
税
係
長 

佐
藤　

大
（
上
川
広
域

　

滞
納
整
理
機
構
事
務
局
次
長
）

▽
大
槻　

健
介
（
新
規
採
用
）

住
民
生
活
課

▽
髙
垣　

凌
（
町
立
病
院
事
務
局
）

▽
佐
藤　

麻
由
佳
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▽
山
内　

聖
也
（
新
規
採
用
）

保
健
福
祉
課

▽
佐
藤　

友
美
（
新
規
採
用
）

▽
大
髙　

朱
生
（
新
規
採
用
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

▽
角
谷　

庵
（
総
務
課
）

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
名
波　

星
来
美
（
新
規
採
用
）

商
工
観
光
交
流
課

▽
課
長　

髙
島　

和
浩
（
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
課
参
事
兼
移
住
定
住
推
進
室
長
）

▽
参
事　

赤
間　

昭
己
（
同
課
課
長
補

　

佐
兼
商
工
・
労
働
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
商
工
・
労
働
係
長

　

鈴
木　

誠
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
危

　

機
対
策
室
次
長
）

▽
交
流
振
興
係
長 

高
橋　

正
人
（
図

 
 

書
館
図
書
係
長
）

▽
只
野　

晴
巳
（
保
健
福
祉
課
）

▽
二
木　

大
地
（
新
規
採
用
）

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

▽
課
長
兼
郷
土
学
館
長

　

山
下　

浩
史
（
建
設
水
道
課
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
郷
土
学
館
次
長

　

夏
伐　

和
明
（
大
雪
消
防
組
合
美
瑛

　

消
防
署
次
席
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
係
長　

　

平
賀　

稔
也
（
税
務
課
納
税
係
長
）

▽
駒
谷　

優
太
（
農
林
課
）

▽
丸
山　

葉
瑠
花
（
住
民
生
活
課
）

農
林
課

▽
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長

　

嶋
田　

敦
之
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
課

　

長
補
佐
兼
郷
土
学
館
次
長
（
公
民
館

　

次
長
））

▽
齊
藤　

丈
朗
（
農
林
水
産
省
）

▽
村
上　

大
樹（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課（
公

　

民
館
））

▽
藤
原　

凛
（
新
規
採
用
）

建
設
水
道
課

▽
課
長　

平
間　

克
哉
（
文
化
ス
ポ
ー

　

ツ
課
長
兼
郷
土
学
館
長
（
公
民
館
長
））

▽
加
賀
谷　

鷹
範
（
総
務
課
）

水
道
整
備
室

▽
川
東　

綾
香
（
新
規
採
用
）

町
立
病
院

▽
看
護
師　

大
谷　

幸
樹
（
新
規
採
用
）

▽
事
務
局
総
務
係
長　

村
山　

美
波　

　

（
総
務
課
主
査
）

▽
事
務
局　

髙
橋　

慎
太
郎
（
建
設
水

　

道
課
）

▽
事
務
局　

石
田　

妃
代
莉
（
ま
ち
づ

　

く
り
推
進
課
）

会
計
課

▽
小
関　

ゆ
う
り
（
議
会
事
務
局
）

美
瑛
町
職
員
の
人
事

４
月
１
日
付
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）
で
美
瑛
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
美
瑛
町
人
事
】

【
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事
】

【
大
雪
消
防
組
合
人
事
】

【
農
業
委
員
会
事
務
局
人
事
】

消
防
本
部

▽
消
防
長　

大
石　

秀
一
（
東
消
防
署
長
）

▽
警
防
課
長　

齊
藤　

斉
（
愛
別
消
防

　

署
副
署
長
）

▽
庶
務
課
長　

林　

康
規（
庶
務
課
参
事
）

▽
警
防
課
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長　

  

富
田　

誠
（
美
瑛
消
防
署
次
席
）

▽
庶
務
課
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長　

　

田
村　

康
一
（
保
健
福
祉
課
課
長
補

　

佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
）

▽
警
防
課
付　

松
島　

恭
平
（
東
消
防

　

署
予
防
係
主
査
）

美
瑛
消
防
署

▽
次
席　

小
島　

大
助
（
次
席
兼
救
急

　

係
長
）

▽
次
席
兼
消
防
本
部
庶
務
課
長
補
佐　

　

袋
江　

肇
（
消
防
本
部
庶
務
課
課
長

　

補
佐
兼
経
理
係
長
）

▽
消
防
団
事
務
係
長　

福
井　

克
治　

　

（
機
械
係
長
）

▽
広
報
係
長　

前
田　

晃
（
消
防
団
事

　

務
係
長
兼
庶
務
係
長
）

【
議
会
事
務
局
人
事
】

▽
岸　

加
奈
恵
（
会
計
課
）

▽
事
務
局
長　

栗
原　

行
可
（
商
工
観

　

光
交
流
課
長
）

▽
餌
取　

歩
巳
（
保
健
福
祉
課
）

管
理
課

▽
佐
藤　

紋
香
（
新
規
採
用
）

公
民
館（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
と
の
併
任
）

▽
館
長　

山
下　

浩
史
（
建
設
水
道
課
長
）

▽
次
長　

夏
伐　

和
明
（
大
雪
消
防
組

　

合
美
瑛
消
防
署
次
席
）

▽
平
賀　

稔
也
（
税
務
課
納
税
係
長
）

▽
駒
谷　

優
太
（
農
林
課
）

▽
丸
山　

葉
瑠
花
（
住
民
生
活
課
）

図
書
館

▽
図
書
係
長　

石
橋　

明
奈
（
大
雪
地

　

区
広
域
連
合
主
査
）

▽
東
本　

浩
昭
（
大
雪
消
防
組
合
消
防
長
）

▽
浦　

等
（
町
立
病
院
副
院
長
）

▽
冨
田　

敏
博（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
泉
田　

睦
美（
町
立
病
院
准
看
護
師
）

▽
工
藤　

加
寿
子
（
町
立
病
院
准
看
護
師
）

▽
成
瀬　

沙
織
（
町
立
病
院
事
務
局
総

　

務
係
長
）

▽
井
奥　

那
月
（
町
立
病
院
看
護
師
）

▽
國
本　

完
（
農
林
課
主
査
）

【
退
職
（
３
月
31
日
）】

▽
越
智　

望
実
（
保
健
福
祉
課
）

▽
田
野　

あ
ず
さ
（
保
健
福
祉
課
）

▽
佐
藤　

緋
呂
（
保
健
福
祉
課
）

▽
石
川　

い
ち
ご
（
総
務
課
）

▽
古
本　

彰
（
再
任
用
）

▽
大
西　

能
正
（
再
任
用
）

▽
森　

法
子
（
再
任
用
）
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▲
転
出

　

教
頭　

石
坂　

剛

　

（
名
寄
市
立
風
連
中
央
小
学
校
）

　

教
諭　

紺
谷　

宏
子

　

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西
小
学
校
）

　

教
諭　

髙
梨　

真
澄

　

（
東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
）

　

教
諭　

落
合　

敏
人

　

（
旭
川
市
立
永
山
小
学
校
）

　

教
諭　

斎
藤　

昌
子

　

（
旭
川
市
立
東
町
小
学
校
）

▼
転
入

　

教
頭　

伊
藤　

睦
郎

　

（
東
神
楽
町
立
志
比
内
小
学
校
）

　

教
諭　

西
岡　

潤
二

　

（
旭
川
市
立
朝
日
小
学
校
）

　

教
諭　

久
保　

真
美
絵

　

（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
小
学
校
）

　

養
護　

石
田　

明
子

　

（
美
瑛
町
立
美
瑛
中
学
校
）

◆
退
職

　

教
諭　

別
所　

怜
奈

【
派
遣
人
事
】

小
学
校
・
中
学
校
教
職
員
の
人
事

４
月
１
日
付
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）
で
町
内

各
学
校
教
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
美
瑛
小
学
校
】

【
美
瑛
東
小
学
校
】

【
美
沢
小
学
校
】

【
美
馬
牛
小
学
校
】

【
明
徳
小
学
校
】

【
美
瑛
中
学
校
】

【
美
馬
牛
中
学
校
】

▽
警
防
係
長
兼
機
械
係
長　

　

佐
藤　

素
明
（
警
防
係
長
）

▽
庶
務
係
長　

梶
原　

純
一（
経
理
係
長
）

▽
救
急
係
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
警
防

　

係
主
査　

中
村　

純
基
（
予
防
係
主

　

任
兼
広
報
係
主
任
）

▽
経
理
係
長　

加
藤　

雄
司
（
経
理
係 

  

主
任
兼
消
防
本
部
庶
務
課
経
理
係
主
任
）

▽
救
急
係　

大
倉　

正
士
（
東
消
防
署

　

警
防
係
）

▽
経
理
係　

森　

大
樹
（
庶
務
係
）

▽
予
防
係　

中
岡　

賢
也
（
広
報
係
）

▽
機
械
係　

松
村　

俊
輝
（
救
急
係
）

▽
通
信
係　

小
柳　

建
二
（
予
防
係
）

▽
広
報
係　

西
村　

紘
斗
（
警
防
係
）

▽
予
防
係　

新
山　

勇
樹
（
通
信
係
）

▽
警
防
係　

森
田　

留
唯（
新
規
採
用
）

▽
庶
務
係　

菅
原　

哉
太（
新
規
採
用
）

社
会
福
祉
法
人
美
瑛
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
事
務
局
長　

江
花　

一
（
文
化
ス

　

ポ
ー
ツ
課
参
事
兼
郷
土
学
館
参
事　

　

（
公
民
館
参
事
））

一
般
財
団
法
人
美
瑛
町
農
業
振
興
機
構

▽
事
務
局
長　

才
川　

健
一
（
同
事
務

　

局
次
長
兼
農
業
振
興
管
理
係
長
）

▽
農
業
振
興
管
理
係
長　

田
中　

芳
久

　

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

係
長
（
公
民
館
））

▽
特
任
参
与　

芝
生　

公
之（
再
任
用
）

大
雪
地
区
広
域
連
合

▽
中
川
原　

丘
人
（
住
民
生
活
課
）

▲
転
出

　

教
頭　

宮
本　

貴
弘

　

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校
）

　

教
諭　

瀨
戸　

ち
あ
き

　

（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
小
学
校
）

▲
転
出

　

校
長　

大
垣　

幸
治

　

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
学
校
）

　

養
護　

酒
井　

真
理
子

　

（
中
富
良
野
町
立
旭
中
小
学
校
）

▼
転
入

　

校
長　

温
泉　

敏

　

（
剣
淵
町
立
剣
淵
小
学
校
）

　

養
護　

北
川　

早
映

　

（
上
富
良
野
町
立
東
中
小
学
校
）

▲
転
出

　

教
頭　

玉
置　

英
樹

　

（
比
布
町
立
比
布
中
央
学
校
）

　

教
諭　

土
崎　

美
香

　

（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校
）

　

教
諭　

久
保　

真
美
絵

　

（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

　

教
諭　

阪
部　

あ
ず
さ

　

（
旭
川
市
立
千
代
田
小
学
校
）

　

教
諭　

谷
口　

太
一

　

（
当
麻
町
立
当
麻
小
学
校
）

▼
転
入

　

教
頭　

伊
藤　

洋
貴

　

（
鷹
栖
町
立
鷹
栖
中
学
校
）

　

教
諭　

髙
橋　

純
一

　

（
東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
）

　

教
諭　

清
水　

奈
月

　

（
中
富
良
野
町
立
西
中
小
学
校
）

▼
転
入

　

校
長　

相
馬　

美
智
枝

　

（
枝
幸
町
立
風
烈
布
小
学
校
）

◆
退
職

　

校
長　

大
角　

勝
之

▲
転
出

　

教
諭　

佐
々
木　

久
美
子

　

（
旭
川
市
立
嵐
山
中
学
校
）

　

教
諭　

吉
田　

健
人

　

（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
中
学
校
）

　

教
諭　

尾
形　

明
日
翔

　

（
下
川
町
立
下
川
中
学
校
）

　

養
護　

石
田　

明
子

　

（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

▼
転
入

　

校
長　

金
山　

達
也

　

（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学
校
）

　

教
諭　

奥
村　

翔
（
新
採
用
）

　

教
諭　

佐
坂　

直
人
（
新
採
用
）

　

養
護　

馬
場　

留
理
子
（
新
採
用
）

◆
退
職

　

校
長　

鈴
木　

薫

　

教
諭　

松
原　

和

▲
転
出

　

校
長　

金
山　

達
也

　

（
美
瑛
町
立
美
瑛
中
学
校
）

　

教
諭　

竹
中　

大
輔

　

（
東
川
町
立
東
川
中
学
校
）

▼
転
入

　

校
長　

大
柄　

洋
樹

　

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校
）

　

教
諭　

丸
田　

佳

　

（
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校
）

▼
転
入

　

教
頭　

井
谷　

泰
成

　

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
学
校
）

　

教
諭　

森　

将
太
郎

　

（
名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校
）

　

教
諭　

相
澤　

正
一

　

（
中
富
良
野
町
立
中
富
良
野
小
学
校
）

　

教
諭　

加
賀
谷　

ま
り
な（
新
採
用
）

　

教
諭　

大
田　

千
夏

　

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西
小
学
校
）

　

教
諭　

瀨
戸　

ち
あ
き

　

（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校
）
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１
日　

美
瑛
町
議
会
第
２
回
定
例
会

３
日　

北
海
道
農
業
士
称
号
贈
呈
式

７
日　

ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
認
定
証
授
与
式

11
日　

か
わ
た
び
北
海
道
優
秀
賞
授
与
式

14
日  

美
瑛
町
議
会
第
２
回
定
例
会

17
日　

美
瑛
町
金
融
懇
談
会

18
日　

美
瑛
町
議
会
第
２
回
定
例
会

20
日　

自
民
党
北
海
道
第
６
選
挙
区
支
部
令
和
４
年
新

　
　
　

春
セ
ミ
ナ
ー
、上
川
町
村
会
臨
時
総
会
（
旭
川
市
）

22
日　

美
瑛
町
森
林
組
合
理
事
会

23
日　

美
瑛
町
農
業
振
興
機
構
理
事
会

　
　
　

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
・
大
雪
葬
斎
組
合
、   

       

大
雪
清
掃
組
合
・
大
雪
消
防
組
合
議
会

24
日　

美
瑛
町
長
期
農
業
研
修
修
了
証
書
授
与
式

25
日　

北
海
道
電
力
㈱
災
害
協
定
締
結
式

　
　
　

丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化
協
会
理

　
　
　

事
会
、
評
議
委
員
会

27
日　

旭
川
十
勝
道
路
「
旭
川
東
神
楽
道

　
　
　

路
」
開
通
記
念
式
（
東
神
楽
町
）

　

春
で
す
。
我
が
家
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
だ
け
で
な
く
、
ガ
ラ
ス
戸
の
ベ
ラ
ン
ダ

も
利
用
し
て
野
菜
を
育
苗
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
３
月
と
も
な
る
と
ト
ン

ボ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
群
れ
が
飛
び
回
り
ま

す
。「
神
様
ト
ン
ボ
」。
そ
う
北
海
道
で
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
は
最
近
知
り
ま
し
た
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
薪
に
つ
い
て
く
る
の

か
、
真
冬
で
も
部
屋
の
中
を
よ
く
飛
ん
で

い
ま
す
。
は
じ
め
は
冬
に
ト
ン
ボ
の
成
虫

を
見
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
や
が
て
慣

れ
、
気
に
も
と
め
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

「
神
様
ト
ン
ボ
」
と
教
え
て
も
ら
い
、
ま

た
見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
「
虫
小
僧
」
だ
っ
た
僕

は
、
早
朝
の
庭
で
、
羽
化
し
た
ば
か
り
の

ト
ン
ボ
が
ヤ
ゴ
の
抜
け
殻
に
つ
か
ま
り
、

羽
を
乾
か
し
て
い
る
様
子
を
飽
き
ず
に
見

て
い
ま
し
た
。
飛
び
立
て
、
と
思
っ
て
も

な
か
な
か
宙
に
舞
お
う
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

新
し
い
年
度
、新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

ご
入
学
や
進
級
、
ま
た
新
社
会
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
ま
で
の
殻

を
破
り
、
力
強
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
成
長
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

役
場
に
と
っ
て
も
、
議
会
で
当
初
予
算

を
お
認
め
い
た
だ
き
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
今
年
度
は
20
事
業
を
超
え

る
新
規
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
（
２
・
３

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

ま
た
、
今
年
度
は
特
に
、
新
し
い
町
政

の
か
た
ち
を
確
立
す
る
集
大
成
の
年
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
町
民
参
加
を
実
現
す

る
具
体
的
な
仕
組
み
や
、
町
行
政
が
目
指

す
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
計
画
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
の
３
年
間
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
専
門
部
会
を
通
し
て
町
民

と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
蒔
い
た
種
が
、
花
を
咲
か
せ
、
実

を
結
ぶ
。
そ
ん
な
年
に
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

北
国
だ
か
ら
な
お
さ
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、春
の
訪
れ
と
新
年
度
の
始
ま
り
は
、

正
月
と
は
ま
た
違
っ
た
晴
れ
晴
れ
し
さ

と
、
期
待
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
寒
さ
を
乗
り
越
え
、
飛
翔
す
る
季
節
。

　

「
蜻
蛉
二
つ
漂
へ
る
空
の
晴
れ
て
ゆ
く
」

放
浪
の
自
由
律
俳
句
の
俳
人
種
田
山
頭
火

の
句
で
す
。
季
語
か
ら
し
て
正
確
に
は
秋

の
風
景
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雪
解

け
が
進
む
４
月
の
美
瑛
に
も
、
青
く
晴
れ

わ
た
る
空
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

　

「
神
様
ト
ン
ボ
」
の
和
名
は
オ
ツ
ネ
ン

ト
ン
ボ
。
日
本
に
３
種
類
し
か
い
な
い
成

虫
で
越
冬
す
る
ト
ン
ボ
だ
そ
う
で
す
。
見

た
目
は
地
味
で
す
が
、
縁
起
の
良
い
、
幸

運
の
使
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

令和４年２月分交際費支出状況

町　長
コラム
vol.33

美瑛町長

角和　浩幸

３
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

２月の支出はありませんでした。

　私、角和浩幸へ町ホームペー

ジから直接メッセージを送る

ことができます。

　皆さまからのご意見をお待

ちしています。

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係

☎
92-

４
３
３
０　

四
季
の
交
流
館
の
活
用
が

　
　
　
　
　
　

 

決
ま
り
ま
し
た

　

農
産
物
直
販
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た

四
季
の
交
流
館
は
、
平
成
28
年
か
ら
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
が
、
施
設
を

有
効
活
用
し
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
利
用
者
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　

複
数
の
企
業
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
㈱
水
野
染
工
場
（
旭
川

市
大
雪
通
３
丁
目
）
を
利
用
者
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

　

観
光
体
験
施
設
と
し
て
、
藍
の
栽
培
、

収
穫
か
ら
染
工
程
ま
で
の
藍
染
体
験
の
ほ

か
、
藍
染
商
品
の
販
売
、
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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KU
健診
　受けよう

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
、
平
成
28
年

５
月
か
ら
「
び
え
い
Ｋ
♡
Ｕ
（
健
幸
嬉
し

い
）
宣
言
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
び
え
い
Ｋ
♡
Ｕ
宣
言
事
業

の
中
の
一
つ
、
Ｋ
Ｕ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

目
標
を
達
成
し
て

マ
イ
ル
獲
得
！

　

Ｋ
Ｕ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
活
動
を
行

う
と
マ
イ
ル
が
貯
ま
る
事
業
の
こ
と
で
、

20
マ
イ
ル
貯
め
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

と
交
換
が
で
き
ま
す
。

　　　  ２月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　5人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  2人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

773人

合計（延べ人数）

　
Ｋ
Ｕ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は
？

20マイル達成で選べるクーポンを獲得！　クーポン活用でさらなる健康づくりへ！

健康づくりの活動でマイルを獲得

「特定健診・がん検診の受診」、「町主催の健康づくり事業への参加」、

「指定した講演会や研修会への参加」、「登録している団体の活動への参加」など

　
20
マ
イ
ル
達
成
で

　
　
　
選
べ
る
特
典
が
た
く
さ
ん
！

  

保
健
セ
ン
タ
ー
で

　
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う

　

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
登
録
し
て
カ
ー
ド

を
作
り
、
20
マ
イ
ル
獲
得
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
？　

　

マ
イ
レ
ー
ジ
登
録
の
際
、
健
診
や
通
院

デ
ー
タ
、イ
ン
ボ
デ
ィ
（
体
成
分
分
析
器
）

の
測
定
結
果
な
ど
か
ら
、
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
可
能
な
目
標
を
た
て

　

過
去
に
び
え
い
Ｋ
♡
Ｕ
宣
言
事
業
に
参

加
し
た
方
も
、
一
定
の
期
間
が
経
過
す
れ

ば
改
め
て
参
加
が
可
能
で
す
。
ク
ー
ポ
ン

発
行
時
な
ど
に
次
回
参
加
可
能
時
期
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

暖
か
く
な
り
体
を
動
か
し
た
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

Ｋ
Ｕ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
参
加
し
て
健
康

づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

BeforeAfter

　
再
エ
ン
ト
リ
ー
で
さ
ら
な
る

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
へ

有効期限は 1年間！

３カ月以上の継続的な取り組みで

目標に一歩前進！

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
目
標
設
定
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
よ

う
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

自
主
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
で
20
マ
イ

ル
貯
め
る
と
、
左
記
の
特
典
ク
ー
ポ
ン
の

い
ず
れ
か
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
予
防
発
見
ク
ー
ポ
ン

　

（
健
診
・
が
ん
検
診
な
ど
の
自
己
負
担

　

額
合
計
上
限
１
万
円
ま
で
助
成
）

②
脳
ド
ッ
ク
無
料
ク
ー
ポ
ン

③
肺
ド
ッ
ク
無
料
ク
ー
ポ
ン

④
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

（
②
③
④
は
町
立
病
院
限
定
）

⑤
上
腕
式
血
圧
計
無
料
ク
ー
ポ
ン

⑥
体
脂
肪
計
付
き
体
組
成
計
無
料
ク
ー
ポ
ン

⑦
ス
ポ
ー
ツ
用
品
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

（
⑤
⑥
⑦
は
町
内
店
舗
で
交
換
）
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今
月
の
特
集
展
示

 

「
小
学
生
が
え
ら
ぶ
！

　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
本
総
選
挙
」

　

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る
「
こ
ど
も
の

本
」
総
選
挙
。
小
学
生
16
万
人
が
投
票
し

て
決
ま
っ
た
、
人
気
の
作
品
ベ
ス
ト
10
を

展
示
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
鬼
滅
の
刃
」
や
「
あ
る
か
し

ら
書
店
」、
長
き
に
わ
た
っ
て
人
気
を
誇

る
絵
本
「
ス
イ
ミ
ー
」
な
ど
が
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
１
位
に
輝
い
た
作
品
は
い
っ

た
い
何
で
し
ょ
う
か
？

　

図
書
館
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
りお

は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め

ま
し
た
。

　
電

　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

災
害
時
に
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う
〝
こ
こ
ろ
の
動
き
〟

ちょこっと
防　　災

誰
も
が
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
信
じ

て
い
る

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
４
月
９
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

　

日
時
／
４
月
23
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　

地
震
や
火
災
、
洪
水
な
ど
、
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
態
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
非

常
事
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る

〝
こ
こ
ろ
の
動
き
〟
が
避
難
を
遅
ら
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
！
逃
げ
る
準
備
し
た

ほ
う
が
い
い
か
な
ぁ
・・・

で
も
、
そ
ん
な
に
雨
降
っ

て
な
い
し
。
こ
こ
は
き
っ

と
大
丈
夫
だ
よ
ね
。

み
ん
な
が
避
難
し
始
め

た
ら
避
難
し
よ
う
。

そ
の
思
い
込
み
が

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」

で
す
。

　

そ
の
こ
こ
ろ
の
動
き
を
「
正
常
性
バ
イ

ア
ス
」
と
い
い
、
本
当
は
危
険
な
状
況
で

あ
る
の
に
「
き
っ
と
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
、

そ
の
危
険
な
状
況
を
認
め
な
い
心
理
的
傾

向
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
思
い
込
み
で
、
大
雨
特
別
警
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
も
、
状
況
を
見
誤
り
、

避
難
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
と
判
断
し
て

被
害
に
あ
っ
て
し
ま
う
事
例
が
多
数
あ
り

ま
す
。

図
書
館
ク
イ
ズ
・
こ
ど
も
古
本
市

を
開
催
し
ま
す

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
「
図

書
館
ク
イ
ズ
・
こ
ど
も
古
本
市
」
を
開
催

し
ま
す
。
期
間
中
、
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し

た
方
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
か
も
？

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
／
４
月
23
日
（
土
）
～
５
月
８
日
（
日
）

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

読
書
通
帳
が
い
っ
ぱ
い
（
２
１
６
冊
）

に
な
る
ご
と
に
、
本
を
１
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
本
が
毎
年
度
変
わ
る

の
で
、
昨
年
度
達
成
し
た
方
も
新
た
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

図
書
館
だ
け
で
な

く
、
各
学
校
の
図
書

室
で
借
り
た
本
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

思
い
こ
ま
ず
、
避
難
情

報
が
発
令
さ
れ
た
ら
す

ぐ
に
逃
げ
る
準
備
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
指
示
を
～

中
学
生
以
下
を
対
象
に

命
を
守
る
た
め
に
は
「
空
振
り
」
を
い
と

わ
な
い

　

避
難
し
た
け
れ
ど
結
果
的
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
防
災
担

当
者
の
中
で
は
「
空
振
り
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
、
空
振
り
し
た
と
し
て
も
「
災
害

が
発
生
し
な
く
て
、
無
事
に
家
に
帰
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
０
０
回
空
振
り
し
て
も
、
１
０
１
回

目
の
災
害
時
に
実
際
に
被
災
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
毎
回
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
に
「
こ
れ
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
」

と
い
う
考
え
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
自
分
の

命
を
守
る
た
め
に
常
に
早
め
の
避
難
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。　

総
務
課
危
機
対
策
室
　
大
畑
係
長
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新
た
に
６
人
が
３
月
１
日
付
け
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

で
、
認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
は
17
人
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
第
２
期

に
、２
６
５
４
件
も
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、各
部
門
の
選
考
が
行
わ
れ
、

斉
藤
恵
一
さ
ん
の
作
品
「
自
然
の
魔
力
」

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
当
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
１
年
度

認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
紹
介

【最優秀賞】　自然の魔力　　

　　　　　　　　　撮影者　斉藤　恵一氏

第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
２
期
の
入
選
作
品
に
つ
い
て

美瑛小学校旧校舎（美瑛町百年史より）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　明治32年10月20日、美瑛小学校の前身となる

美瑛尋常小学校が、現在の西町１丁目に開校

しました。校舎は、何度か増改築を行いながら、

新校舎が完成した昭和53年まで80年間使われ

ました。

　写真の旧校舎に通われた方も多いのではな

いでしょうか。

　昭和37年頃には、全26学級で1200人以上の子

どもたちが美瑛小学校で学んでいました。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

美瑛小学校

　　　懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは概ね火口縁上400㍍以下、大正

火口の噴煙の高さは100㍍以下、振子沢噴気

孔群の噴気の高さは視界不良や62-２火口の

噴煙の影響のためほとんど観測できません

でした。

　なお、火山性微動を１回観測しました。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されていますので、今後の活動推

移には注意が必要です。

　

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

２月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

　

片
山　

明
さ
ん

　

大
西
直
美
さ
ん

　

野
原　

拓
さ
ん

　

中
田
晴
久
さ
ん

　

菅
原
俊
彦
さ
ん

柴
田
真
由
美
さ
ん
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

　２月 27 日、「第 1回びえいビルケの森スノーサ

イクルフェスティバル」が行われ、町内外から約

100 人が参加しました。

　このイベントは、一周約１．３ｋｍの特設コー

スを２時間で何周できるかを競い合うもので、冬

仕様の特別な自転車に乗った選手たちは、応援に

駆けつけた皆さんの「頑張って！あと少し！」と

いった声援を受けながら、真っ白な森を全力で駆

け抜けていました。

白熱した冬の自転車レース

功績をたたえて

より一層の活躍が期待されます

青い池のパネル写真を寄贈していただきました

　３月 14 日、札幌市在住の写真家　谷田洋史さ

んからパネル写真を寄贈していただきました。

　谷田さんは、町内で数多くの写真を撮影されて

いるほか、昨年開催された「カメラと旅する北海

道・美瑛町」のオンライントークイベントにご出

演いただくなど、写真を通じて美瑛町の魅力発信

にご協力をいただいてます。

　今回寄贈していただいたパネル写真は、道の駅

びえい「白金ビルケ」に展示する予定ですので、

お越しの際はぜひご覧ください。

　２月 23 日、美瑛町文化連盟では、会員の長年

の文化活動に対する功績をたたえる文化祭授賞式

を開催し、７人の方々に表彰状を授与しました。

　授賞された皆さん、おめでとうございます。

【文化賞（30 年以上活動）】　　　　　　

　内山清子（民謡舞踊美瑛会）、野村瞳（美瑛歌謡愛

　好会）、白川カツエ・国分美知枝（美瑛音知会）

【奨励賞（10 年以上活動）】

　大久保とし子・遠藤雅治・中野陽子（美瑛音知会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）　

　３月３日、中野隼太さんが北海道農業士に認定

され、認定証の授与式が役場で行われました。

　中野さんは、農協青年部の部長を務め青年組織

の活動を先導してきたほか、生産部会の研修など

に精力的に参加するなど、農業技術や知識の習得

に積極的に励んでこられました。

　授与式では「過去の営農データの活用や省力化

機械などの導入により、効率的な農業経営を実施

する体制作りに取り組んでいきたい」と今後の意

気込みを熱く語られていました。
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美瑛中学校吹奏楽部が本選考会へ！

　美瑛中学校吹奏楽部が「第 24 回日本ジュニア

管打楽器コンクール（アンサンブル部門）」の予

選を通過し、本選出場を決めました。

　部員の千葉陽真理さんは「今回のコンクールを

通して、自分たちで考えて、８人で１つの音楽を

つくる難しさを学びました。本選考会に出場でき

た経験は大きな自信になり、これからの活動に生

かしていきたいです」と笑顔で話してくれました。

　今後も美瑛中学校吹奏楽部の活躍が期待されま

す。

それぞれの道へ新たな旅立ちの日

　町内の各学校、幼稚園、保育園で卒業式や卒園

式が行われ、多くの子どもたちが思い出多き学び

舎を旅立ちました。

　３月 11 日、美瑛中学校の卒業式では、校長先生

から卒業生一人一人に卒業証書が手渡されると、

卒業生代表の栗川歩彩さんからは「仲間と過ごし

た時間はかけがえのない思い出です。３年間支え

てくれた皆さんありがとうございました」と先生

や保護者の方々に感謝の言葉を述べていました。

　皆さん、おめでとうございます。

晴れやかな表情で～すずらん大学卒業式～

　３月 17 日、すずらん大学の卒業式・修了式が

行われ、６人の卒業生が卒業証書を、５人の修了

生が認定書を授与されました。

　卒業生代表の滝沢孝夫さんは「関係者の皆さん

のご支援のおかげで、小学生との交流会や施設見

学など、さまざまな講座を楽しむことができまし

た。これまで築いてきた仲間との学びの成果を糧

に充実した人生を歩んでいきたいです」と４年間

を振り返りながら、今後の抱負とお世話になった

方々への感謝の気持ちを述べていました。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

 

【
家
族
世
帯
向
け
】

①
中
町
団
地
４
号
棟
２
１
６
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

１
８
９
０
０
～
２
８
２
０
０
円

②
東
町
団
地
７
４
７
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　

月
額　

９
５
０
０
～
１
４
１
０
０
円

③
町
営
置
杵
牛
一
般
住
宅
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　

月
額　

１
５
０
０
０
円

④
町
営
朗
根
内
一
般
住
宅
２
１
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
            

月
額　

３
６
０
０
０
円

※
②
～
④
は
、
家
族
世
帯
優
先
で
す
が
単

　

身
の
方
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
５
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
だ
さ
い
。

　

広
報
３
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
４
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　
　
　

１
戸

　

              

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
別
途

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
・
洗
濯
機
は
共
同
利
用
で
す
。

募
集
期
間
／
４
月
１
日（
金
）～
18
日
（
月
）

応
募
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５　

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

町
民
農
園
利
用
者
募
集

農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

☎
92-

１
０
２
４　

　

町
民
の
方
は
ど
な
た
で
も
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

場
所
／
農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の

　

り
」
（
原
野
５
線
）

貸
付
期
間
／
５
月
１
日
（
日
）
～
10
月
31
日
（
月
）

※
畑
の
融
雪
状
態
に
よ
り
、
貸
付
期
間
を

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
展
者
募
集

美
瑛
町
図
書
館

☎
92-

１
２
５
１　

　

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
出
展
者
を
募
集

し
ま
す
。
展
示
期
間
は
約
１
カ
月
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

郷
土
学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

☎
74-

６
１
１
６　

活
動
内
容
／
収
蔵
し
て
い
る
生
活
道
具
な

　

ど
の
修
繕
、子
ど
も
向
け
事
業
の
補
助
、

　

昔
の
道
具
の
使
い
方
指
導
、
天
体
観
測

　

の
補
助
な
ど

応
募
条
件
／
中
学
生
以
上

応
募
方
法
／
４
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
「
美

　

宙
」
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
指
導
員
募
集

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
４

募
集
人
員
／
１
人

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
学
童
保
育
（
美
瑛
東

　

小
学
校
内
）

業
務
内
容
／
学
童
保
育
業
務

雇
用
期
間
／
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
土
曜

　

平
日　

午
後
０
時
30
分
～
６
時

　

土
曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

賃
金
／
時
給　

９
６
０
円
（
条
例
に
基
づ

　

く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
４
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
教
育
委
員
会
管
理
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
区
画
／
１
区
画
50
㎡
を
２
区
画
ま
で

使
用
料
／
１
区
画
２
１
０
０
円

※
利
用
説
明
会
の
際
に
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
４
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
「
み

　

の
り
」
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
説
明
会
／
４
月
12
日
（
火
）
午
後
１

　

時
30
分
か
ら
「
み
の
り
」
で
開
催
し
ま
す
。
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保
健
・
福
祉
・
医
療

自
衛
官
候
補
生
な
ど
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

上
富
良
野
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
７-

45-

３
４
１
２　

募
集
種
目
／
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候

　

補
生
な
ど

　

受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日
は
、
種
目
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、募
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
92-

４
３
３
８　

手
話
講
座
な
ど
の
受
講
者
募
集

受
講
資
格
／
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方
で

　

手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
方

日
時
／
５
月
17
日（
火
）
～
12
月
６
日
（
火
）

　

の
原
則
火
曜
日
（
全
25
回
）

　

昼
の
部　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

定
員
／
昼
の
部　

50
人
、
夜
の
部　

10
人

料
金
／
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

①
初
級
手
話
講
座

②
中
級
手
話
講
座

受
講
資
格
／
初
級
手
話
講
座
を
修
了
し
た
方

日
時
／
５
月
11
日（
水
）
～
12
月
28
日
（
水
）

　

の
原
則
水
曜
日
（
全
27
回
）

　

昼
の
部　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

定
員
／
昼
の
部　

40
人
、
夜
の
部　

40
人

料
金
／
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

③
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
Ⅰ

受
講
資
格
／
聴
覚
障
害
が
あ
る
方
と
手
話

　

で
日
常
会
話
が
で
き
、
本
講
座
を
修
了

　

し
て
い
な
い
方

④
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
資
格
／
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方

日
時
／
５
月
20
日
（
金
）
～
10
月
25
日
（
火
）

　

の
原
則
火
曜
日
・
金
曜
日
（
全
42
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
20
人

料
金
／
３
６
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

会
場
／
お
ぴ
っ
た
（
旭
川
市
宮
前
１
条
３

　

丁
目
３-

７
）

申
込
方
法
／
４
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、

保
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
各
講
座
の
申
込
定
員
が
超
過
し
た
場
合

　

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

に
よ
り
、
急
き
ょ
日
時
が
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
～
④
共
通

交
通
指
導
員
募
集

総
務
課
広
聴
広
報
係

☎
92-

４
３
４
５　

　

美
瑛
町
交
通
指
導
員
会
で
は
、
交
通
安

全
や
事
故
防
止
活
動
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
く
、
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
／
４
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
26
日
（
木
）
～
令
和
５
年
３

　

月
23
日
（
木
）
の
原
則
木
曜
日
（
全
37
回
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

定
員
／
20
人

料
金
／
５
０
６
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

そ
の
他
／
受
講
前
に
面
接
が
あ
り
、
令
和

　

５
年
度
の
同
講
座
Ⅱ
の
受
講
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

内
科
外
来
診
療
体
制
の
お
知
ら
せ

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

午
前

村住 村住 坂井 村住 村住

坂井 坂井
派遣医師
長谷川

村住
ゆかり 坂井

村住
ゆかり

派遣医師
真口

派遣医師
林

村住
ゆかり

午
後

派遣医師
真口

派遣医師
長谷川

派遣医師
林

　

４
月
か
ら
の
内
科
外
来
診
療
体
制
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

休
診

休
診
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そ
の
他

　
　
　引

っ
越
し
な
ど
で
発
生
す
る
多

量
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

 

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

５
６
７
７

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

日
本
風
景
写
真
協
会

北
海
道
支
部
の
会
員
に

よ
る
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

期
間
／
４
月
12
日
（
火
）

　

～
24
日
（
日
）

日
本
風
景
写
真
協
会
北
海
道
支
部
写
真
展

◇
自
分
で
運
ぶ
場
合

　

ご
み
は
分
別
し
て
、
し
ら
か
ば
清
掃
セ

ン
タ
ー
（
☎
92-

２
２
４
７
）
内
の
指
定

の
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

料
金
／
10
㎏
ま
で
80
円
、
10
㎏
を
超
え
る

　

場
合
は
10
㎏
ご
と
に
80
円
加
算

◇
大
型
ご
み
を
出
す
場
合

　

大
型
ご
み
の
日
（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
）
に
「
大
型
ご
み
処
理
券
」
を
貼
っ

て
家
の
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　第

４
次
美
瑛
町
食
育
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
３
０

　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
次
美

瑛
町
食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
食
育
基
本
法
第
18
条
第
１

項
に
基
づ
く
市
町
村
食
育
推
進
計
画
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
一

人
一
人
の
食
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
生

涯
元
気
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り
、
地
消

地
産
、
持
続
可
能
な
食
育
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

策
定
し
た
計
画
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町

民
コ
ー
ナ
ー
に
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
　し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
施

設
に
つ
い
て

浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

１
５
６
４

　

４
月
か
ら
、
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処

理
施
設
を
、
町
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
旭

川
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
変
更
し
ま
す
。

　

し
尿
汲
取
り
の
申
込
み
や
手
数
料
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
運
搬
先
が
旭
川

市
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
、
交
通
状
況

な
ど
に
よ
り
、
汲
取
り
日
の
急
な
変
更
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
汲
取
り
の
申
込
み
／

　

美
瑛
清
掃
㈱　
　
　

☎
92-

１
３
３
６

美
瑛
写
真
サ
ー
ク
ル
写
真
展

　

美
瑛
写
真
サ
ー
ク
ル

の
会
員
に
よ
る
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期
間
／
４
月
26
日
（
火
）

　

～
５
月
15
日
（
日
）

文
　
化

▼
天
文
台
の
延
長
公
開
日

日
時
／
４
月
29
日
（
金
）
午
後
８
時
30
分
ま
で

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
白
鳥
観
察
会
参
加
者
募
集

内
容
／
春
に
町
内
に
訪
れ
る
白
鳥
を
観
察

　

し
ま
す
。

日
時
／
４
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

参
加
料
／
無
料

定
員
／
10
人

持
ち
物
／
双
眼
鏡
（
お
持
ち
で
あ
れ
ば
）

申
込
み
／
４
月
９
日
（
土
）
ま
で
に
、
電

話
で
「
美
宙
」
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

 
☎
74-

６
１
１
６

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日

暮らしのお知らせ

－24－



　

収
集
日
の
前
日
ま
で
に
、
美
瑛
清
掃
㈱

（
☎
92-

１
３
３
６
）
へ
の
予
約
が
必
要

で
す
。

◇
処
理
業
者
に
依
頼
す
る
場
合

　

町
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
料
金
は
ご
み
の
量
や
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
依
頼
す
る
業

者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
／

・
美
瑛
清
掃
㈱　
　
　

☎
92-

１
３
３
６

・
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

０
７
５
５

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
（
テ
レ

　

ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、

　

洗
濯
機
）
は
、
消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル

　

料
金
を
負
担
し
て
処
理
を
す
る
こ
と
が

　

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

住
民
生
活
係
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
４
５

受
付
期
間
／
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

受
付
窓
口
／
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口

※
日
本
赤
十
字
社
へ
の
郵
便
振
替
ま
た
は

　

口
座
振
替
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
赤
十
字

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

会
社
を
退
職
し
た
時
は
届
け
出
を

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

方
に
は
、
３
月
末
に
年
金
事
務
所
よ
り
基

礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

形
式
の
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
同
一
の
学
校
に
在
学
し
、
引

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
場

合
は
、
送
付
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
の
申
請
書
に
学

生
証
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
役
場
１
階

①
番
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
保
険
料
の
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
旭
川
年
金
事
務
所
（
☎
27
‐

１
６
１
１
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　国

民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

月
額
／
１
６
５
９
０
円
（
前
年
度
か
ら
20

　

円
の
引
き
下
げ
）

▼
令
和
４
年
度
の
保
険
料

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
20
歳

か
ら
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の

切
替
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
で
納

付
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
へ

変更理由 必要なもの 届け出先

退職し、厚生年金の資格を喪失した ・退職日の確認が 
 できる書類
・年金手帳または
 個人番号のわかる 
 もの 

役場１階
①番窓口配偶者の退職により、厚生年金の扶養

から外れた

退職したが、すぐに再就職した
退職日の確認がで
きる書類

新しい勤務先
配偶者が退職したが、すぐ再就職した 

春
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

　
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

　

釣
り
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
野
山
へ
入
る

機
会
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
は
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
に
よ
る
事
故

が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
野
山
に
入
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・「
熊
出
没
注
意
」
の
看
板
が
あ
る
場
所

　

に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
立
て
る
な
ど
の
工

　

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
夕
の
時
間
に
は
行
動
し
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
足
跡
や
糞
、
鹿
の
死
骸
な
ど
を
見
つ
け

　

た
と
き
は
、す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
を
し
、
一
人
で
野
山
に
入

　

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

・
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・
事
前
に
、
熊
の
出
没
情

報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
に
注
意

農
林
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
７
１

－25－



春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

美
瑛
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

２
０
２
９

　

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の

始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

実
施
期
間　

４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
目
指
す
と
と
も
に
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
４
つ
を
「
運
動
の
重
点
」
に
定
め
、

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま

り
ま
す

総
務
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
４
５

実
施
期
間　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

１　

子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保

２　

歩
行
者
な
ど
の
保
護
や
飲
酒
運
転
根

絶
な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

３　

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

と
安
全
確
保

４　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用

　

美
瑛
消
防
署
で
は
春
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
で
町
内
を
巡
回

し
、
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
る
防
火
広
報

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
林
野
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
に
入
る
場
合
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
防
止
に
ご
協
力
を

農
林
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
７
１

林
野
火
災
危
険
期
間

　
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
に
ご
協
力
を

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情
報
や
農

作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

定
外
来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
多

く
が
４
月
か
ら
６
月
に
出
産
す
る
こ
と
か

ら
、
北
海
道
で
は
こ
の
時
期
の
駆
除
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
の
た
め
、
専
用

箱
わ
な
の
貸
し
出
し
お
よ
び
設
置
、
回
収

を
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団
で
行
い
ま
す
の

で
、
捕
獲
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

箱
わ
な
貸
出
・
設
置
・
個
体
処
理
事
業
者
／

　

美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

０
７
５
５

農
林
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
７
１

ア
ラ
イ
グ
マ
春
期
捕
獲
推
進
期
間

　
　
　
　

３
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

・
事
前
に
所
有
者
の
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

※
町
有
林
に
入
る
場
合
は
、
事
前
に
役

　
　

場
農
林
課
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
風
の
強
い
日
や
異
常
乾
燥
が
続
く
と

　

き
は
、
火
気
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
農
作
業
な
ど
で
火
入
れ
す
る
場
合
は
、

　

事
前
に
農
林
課
か
ら
火
入
れ
許
可
を
受

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
な
る
た
め
、
野
火
や

林
野
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

暮らしのお知らせ

Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
市
民
審
査
員
募
集

日
時
／
６
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

　

～
午
後
７
時
、
12
日
（
日
）
午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
10
時
の
中
で
３
～
４
時
間

活
動
内
容
／
Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

　

祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

募
集
人
数
／
１
１
０
人
程
度

申
込
期
間
／
４
月
１
日（
金
）
～
30
日（
土
）

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

　

り
実
行
委
員
会

　

☎
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舟
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初
枝

戸籍の窓
      令和４年２月１日から

    　令和４年２月28日までの届出分

人の動き

　　 　　4,766世帯　（+ 8）

   男　　4,518　人　（+ 1）

   女　　5,111　人　（- 7）

　合計　 9,629　人　（- 6）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

本保　希
の の か

椛　 女　 花園４丁目

岡　　芽
め ば え

生   女　 字美沢美生

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

山中　定夫　 88   寿町３丁目

佐野　　務　 83　 南町２丁目

増山　信義   97   西町３丁目

太田　元子　 91 　東町３丁目

岩渕ヤヱ子　 89   花園２丁目

三宮美佐子　 86　 東町１丁目

山岸　トシ　 95　 東町３丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　　　令和４年１月１日～31日

▼発　　生　   0件（  0件）【  1件】

▼死　　亡　   0人（　0人）【　0人】

　負 傷 者　   0人（  0人）【  1人】

（ ）は令和４年１月～１月末までの累計

【 】は令和３年１月～１月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和４年１月１日～２月28日

▽火災　　　0件（　2件）

▽救急　　 77件（ 79件）

▽救助　　　2件（　1件）

（ ）は前年同期間の件数

商工観光交流課が商工観光交流課が

３階に移動しました！３階に移動しました！
※電話番号の変更はありません
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

農作業アルバイトを募集しています！

内容／トマトの管理作業・収穫作業　他

時間／５時～17時の間で約８時間程度

勤務／週５～６日

　　　希望により勤務日・勤務時間応相談

期間／５月上旬～10月中旬まで

時給／１，０００円
≪ご応募・お問い合わせ先≫

　岡崎農園／☎090-2053-8037　岡崎賢輔

ハーフ（21.097㎞） クォーター（10.548㎞） ワンエイツ（5.274㎞）

4,000円 3,500円（中学生は1,500円） 3,500円 1,500円 3,500円

一般男子（39歳以下） 一般男子（39歳以下） 一般男子 中学生男子

親子ペア

（子は小学生）

一般男子（40歳以上） 一般男子（40歳以上） 一般女子 中学生女子

一般女子（39歳以下） 一般女子（39歳以下） 小学生

一般女子（40歳以上） 一般女子（40歳以上）

　参加を希望される方は、申込書に必要事項を記入し、参加料を添えて４月25日（月）

までに事務局（町民センター内文化スポーツ課）へ申し込みください。インターネッ

トでの申し込みもできます。詳しくは、丘のまちびえいヘルシーマラソン公式Ｗｅｂ

サイト（http://www.biei-healthymarathon.jp）または大会実施要項をご覧くだ

さい。 公式Webサイトはこちら

種目・参加料

問合せ／丘のまちびえいヘルシーマラソン実行委員会事務局（文化スポーツ課内☎92-3333）

丘のまちびえいヘルシーマラソン 2022丘のまちびえいヘルシーマラソン 2022

令和４年令和４年 ６６ 1212　　月　　月　 　 日日（（日日）） ※参加定員を3000人として、前日の※参加定員を3000人として、前日の

　交歓会は行いません。　交歓会は行いません。

・町内在住の小中学生は、町民センター窓口で申し込みください。参加料は一律300円です。

・丘のまちびえいヘルシーマラソン2020にエントリーして頂いた皆さんは、参加料から500円割引きさせていただきます。

　郵便振替用紙または町民センター窓口にて参加料から500円差し引いた金額で申し込みください。

申込締切申込締切

4/25 4/25 (月)(月)
定員になり次第
締め切ります


